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は　じ　め　に

夏ギクは，温度に反応して花芽が分化・発達するという

生態的特性から気象条件の影響を受けやすく，露地栽培で

は4～6月の連続的な低温が生育を遅らせ，開花期の遅延

や切花品質の低下を招く。4－7月に低温，少照条件とな

る太平洋沿岸のヤマセ吹走地帯を持つ宮城県における夏ギ

クの生産安定を目的に，環境に対する反応と栽培技術につ

いて昭和57－59年の3か年に亘って検討した。

試　験　方　法

供試品種は夏精興，名城，染桜，有明の4品種で，試験

方法は次のとおりである。

（l）温度反応：昭和57年は8，10，12℃の恒温恒温槽

に夜間（16時30分～8時30分）のみ搬入して3，5，10日

間処理した。58年は同様に，8，10，12℃，59年は5，10，

15℃で5，10，15日間処理した。

ほ）遮光に対する反応：昭和57年，白♯300及び黒井

600寒冷紗で10日きざみに10－60日間被覆し，開花及び切

花品質に及ぼす影響を検討した。

（8）定植時期とトンネルの利用：昭和59年，定植時期

を3月26日，4月1日，10日とし，定植後直ちにトンネル

を披覆して，各々にトンネルの側面を1週間後にT字形に

切開する区と5月上旬まで密閉する区を設けた。

（4）苗質の影響：昭和59年4月10日に，園試開場とヤ

マセ現地圃場（本吉町風越）に各々園試育成苗と現地育成

苗を定植して検討した。

（引　ジベレリン処理：処理感度については昭和58年，

50，100，200臍液の2回処理をした。処理時期については

59年．露地と自♯300寒冷紗遮光下において5月15日．25

日と各10日後の2軌100脚液を生長点部にのみ1本当た

り0，5嘉J散布して検討した。

試験結果及び考察

（1）夜温処理が夏精興の生育，開花に及ぼす影響は表1

に示すとおりである。本品種は5℃処理でも花芽の分化が

認められ，5℃以下で花芽分化可能な低温性の品種である

ことが認められた。同様に，各城は12－15℃で花芽を分化

義1夜温処理が生育・開花に及ぼす影響
（昭和59年．夏精興）

処 理 処 理 定 植 時 の 生 育 処 理 終 了 平　 均
節 数

温 度 日 数 側 枝 長 展 開 葉 数 時 の 花 芽 開 花 日

■ 旧 ） 仙 （捌 （月 ・日 ） l呵

5

5 1 6 ．7 10 ．＄ 未 7 ． 5 3 1 ．4

1 0 1 3 ．7 9 ．0 肥 7 ． 7 3 1 ．1

1 5 1 1．8 7 ．8 総 7 ．1 1 3 2 ．4

1 0

5 1 9．4 1 1 ．4 未 7 ． 2 3 2 ．0

1 0 1 8 ．2 1 1．6 肥 7 ． 6 3 2 ．9

1 5 1 5 ．0 1 0 ．4 総 7 ． 4 3 0 ，2

1 5

5 1 6 ．1 1 1．6 未 6 ．3 0 2 8 ．3

1 0 1 6 ．9 1 2 ．4 総 6 ．3 0 2 9 ．8

1 5 1 6 ．8 1 2．8 総 6 ．3 0 3 1．0

注．未：未分化　肥：生長点肥大
総：総萄りん片形成

する品種であり，染桜，有明は15℃以上を必要とすること

が認められ，季咲き栽培における開花期の早晩と一致した。

また，4品種ともに，処理温度が低く，処理期間が長いは

ど生育が遅れ，生育の遅れが開花の遅れにつながる傾向が

認められ，適切な育苗管理や定植時の活着促進による順調

な生育の確保の重要性が確認された。

t2）少照条件を想定した遮光の程度及び期間が夏椅興の

開花時期及び切花品質に及ぼす影響は表2に示すとおりで

義2　遮光が開花時期及び切花品質に及ぼす影響
（昭和57年．夏栢興）

寒 冷 紗

遮 光

期 間

平 均

開 花 日
切 花 長 切 花 垂 節 数

（㈲

花 首 長 茎　 径

旧 〉 （月 ・日） 抽 tg I 仙 鵬

対　 照 0 7． 1 8 0 ．5 5 9 ．1 3 7 ．5 5 ．6 6 ．3

白

♯ 3 0 0

10 3 7 9 ．2 5 3 ．4 3 6．5 5．5 6 ，6

3 0 4 8 9 ．8 5 3 ．9 3 9 ．0 6 ．4 6 ．4

6 0 1 1 1 0 3 ．5 4 2 ．1 3 3 ．8 5 ．7 5 ．8

黒

＃ 6 0 0

1 0 6 7 5 ．6 5 0 ．5 3 2 ．6 5 ．4 6 ．4

30 5 8 3 ．6 5 4 ．1 3 3 ，9 4 ．9 6 ．4

6 0 1 0 ＄8 ．9 4 2．3 3 3．2 6 ．4 S ．＄

注．切花重：切花長70mに調整後測定

ある。白よりも黒で，遮光期間が長いはど開花が遅延し，

徒長的な草姿となって切花品質が低下したが，その程度は

品種によって差がみられ，染桜，有明は影響が軽微であっ

た。なお使用した寒冷紗の遮光率は黒♯600が50％，自♯

300が30％程度であった。
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（3）定植時期とトンネルの利用が夏精興の開花時期及び

切花品質に及ぼす影響は表3に示すとおりである。トンネ

ルの劇痛を切開する場合の定植適期は4月1日と考えられ，

トンネル密閉処理区では開花時期は遅れたが，切花長，帝

政ともに増加した。同様に．名城．染桜の定植適期は4月1

日，有明は4月10日と考えられ，密閉処理により花首の伸

びが抑制される品種もみられ，切花品質が向上した。

義3　定植時期とトンネルの利用が開花時期及び
切花品質に及ぼす影響（昭和59年．夏精興）

蔦 芳

トンネル
開 花 期 間 平 均

開花 日
切 花 長 花 首 長 茎 径

（月 日） （月 ・日） （月 日） k d 軸 抽

3．2 6
切　 開 7．1－ 16 7． 8 10 1．6 7．5 7．9
密　 閉 7．1 1－　 2 3 7．19 1 18．4 7．1 8．5

4． 1
切　 開 7．1－　 1 6 7． 7 9 4．3 7．2 7．7
密　 閉 7．1 4、　 2 3 7．18 1 14．5 ●7．3 7．6

4．10
切　 開 6．3 0～ 7．1 1 7． 4 8 6．6 7．3 7．7
密　 閉 7．7－　 2 3 7．18 11 6．6 6．6 7．7

注．切開：側面をT字形に切開
密閉：5月上旬まで密閉

（4）苗質を変えた場合の園試圃場とヤマセ現地圃場にお

ける名城の開花時期及び切花品質の比較は表4に示すとお

りである。昭和59年は4月からヤマ七が吹走し，現地圃場

では園試開場に比べて低温，少照に経過したため，4品種

とも開花が遅れ，特に名城で著しかった。宙質については，

染桜，有明は開花時期に差が認められなかったが，開花時

期の早い夏精興，名城では，定植時の生育が遅れていた現

地育成苗の開花が遅れ，定植後の生育期間の短い品種はど

育苗が開花時期を左右すると考えられた。

義4　苗質が開花時期及び切花品質に及ぼす影響
（昭和59年，名城）

圃 場 育 苗
開 花 期 間 平 均

開 花 日
切 花 長 花 首 長 茎 径

（月 ・日 ） （月 ・日） b d 抽 抽

固 試
園 試 7 －　2 － 16 7 ． 9 100 ．9 3 ．8 8 ．5

現 地 7 ． 4 ・－ 1 6 7． 8 8 5．6 3 ．3 7 ．4

現 地
園 試 7 ．1 3 ～ 8 ．3 7 ．2 3 98 ．0 3 ．6 8 ．1

現 地 7 ．16 － 8 ．3 7 ．2 7 1 08 ．9 2 ．2 7 ．6

注．現地：本吉町風越

（5）ジベレリン処理感度が有明の開花時期及び切花品質

に及ぼす影響は表5に示すとおりである。50臍処理で開花

表5　ジベレリン処理が開花時期及び切花品質に
及ぼす影響（昭和58年，有明）

ジ ベ レ リ 開　 花 平　 均 切 花 切 花
節 数

花 首
茎 径ン 濃 度 始　 め 開 花 日 長 垂 長

（肝l） （月 ・日） （月 ・日） （タ） （ク】 節 ） b 射 由轟

0 7 ． 6 7 ．9 6 5 ．1 5 2 ．9 2 6 ．9 9 ．5 6 ．1

50 6 ．3 0 7．9 7 3 ．2 6 0 ．3 30 ．0 8 ．7 6 ．4

1 0 0 6 ．3 0 7．6 7 4．0 5 1 ．5 2 9 ．5 8 ．5 5．8

2 0 0 6 ．3 0 7 ．6 7 2 ．0 5 3 ．0 29 ．0 8 ．0 4 ．6

義6切莞蓋蔓琵蒜与品妄甥措肇闇び

遮 光

G B 処

理 時 期

平 均

開 花 日
切 花 長 切 花 重 花 首 長 花　 径

（月 ・目） （月 ・日） 抽 け ） 抽 鵬

無

対　 照 7 ．2 5 8 7 ．7 6 9 ．2 7 ．8 7 ．2

5．1 5 7 ．2 1 9 4 ．3 6 1 ．9 6 ．4 6 ．1

5．2 5 7．2 3 9 6 ．1 5 2 ．2 6 ．5 6 ．7

有

対　 照 7．2 5 9 2 ．4 5 5．6 9 ．3 6 ．8

5 ．1 5 7．2 6 1 1 2 ．0 4 7 ．9 7 ．4 6 ．6

5 ．2 5 7．2 4 1 0 4．8 4 4 ．2 6 ．5 6 ．6

注．遮光二白♯300寒冷紗終日被覆

が早まり，切花長が増加したが，花首は長くならず草姿が

改善された。夏構興，名札染桜では50－100卿で同様の

傾向が認められた。処理時期の影響は表6に示すとおりであ

る。有明では遮光の有組こかかわらず，5月158，25日処理

で効果が認められた。他の3品種も同様であったが，25日処

理に比べ15日処理で草姿の改善効果が高い傾向が認められた。

ま　　と　　め

夏ギク栽培では，低温条件が直接花芽分化を遅らせるだ

けでなく，低温，少照条件が生育を遅らせ，生育の遅れが

開花の遅れにつながって，生産を不安定にしていることが

確認された。適切な育苗管理によって3月上旬に摘心して

健苗を育成し，4月上旬に定植した後，トンネル被覆によっ

て苗の活着を促進し，霜害を防止して，順調な生育を確保

すればヤマセ吹走条件下でも安定的に夏ギクを生産できる

ものと考えられる。更に，4月からヤマセの吹走が著しい

場合，あるいは育苗の遅れによって切花品質の低下が予想

される場合には，開花時期は遅れるがトンネル密閉処理も

効果があると考えられる。また，5月中旬おそくとも花芽

分化までに，ジベレリン50－100押・液を生長点部にのみ散

布することによって，初期生育が促進されて品種によって

は開花が促進され，短梓種では切花品質が向上した。
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